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がら，彼が演劇制作におけるどこに「タブロー」の概念を必要としたのかを明らかにする。
とりあげるテクストは『「私生児」についての対話』Entretiens sur Le Fils Naturel（1757），
『劇詩論』De la Poésie Dramatique（1758），『マダム・リコボッニの手紙／マダム・リコ
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〔抄　録〕
1759年よりサロン評を通して精力的に美術批評を展開し，『絵画論』で近代美術批評の
先鞭をつけたディドロは，1750年代の後半に演劇論を執筆している。そのなかで，彼は「タ
ブロー」tableau という美術用語を演劇用語として転用し，頻用している。「タブロー」と
いう用語は19世紀には，バレエなどスペクタクル性が強い作品において，「アクト」「シー
ン」と並び，作品の分割構成（舞台装置の転換に立脚した作品分割）を表す用語として使
われるようになったが，この概念は本来，「自然模倣」の美学に基づく「真実らしい」舞
台表現を追求する18世紀フランスの台詞劇の動向のなかで形成されたものである。本小論
では，ディドロの演劇論，とくに『「私生児」についての対話』（1757），『劇詩論（1758），
『マダム・リコボッニの手紙／マダム・リコボッニへの返信』（1758）に読める「タブロー」
に関する言説を取り上げ，この演劇の変革期に具体的に何が問題になったのかを検討す
る。そしてこの時代に，演劇における視覚芸術としての側面が強調されていった，その様
相を探る手がかりを得ることを目指す。
